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 ００１ 

提案機関名 

 

 農業振興課      

 

 

 

 要望問題名  オーダー型農業推進のためのマッチング事例研究 

 

 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

 

  消費者が求める生産物（「食」）を提供するためには、生産者自らが自分の作っている農産物の魅

力に気づき、優れた品質の農産物や加工品をブランド化する仕組みづくりが必要である。 

  そこで、平成22年度～24年度までに神奈川県内で実施されたマッチング商談事例等の分析により、

個々のマッチングをできるだけ多くの生産者や実需者の取組に発展させるために必要な要因解析を行

っていただきたい。 

 

解決希望年限 

 

 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 

 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備 考 

 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名 農業技術センター 担当部所 経営情報研究部 

 

 対応区分  ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合）  地産地消の流通販売方策の検討 

  

 対応の内容等 農商工連携を進める上での課題として、過去２年間飲食店を対象に調査を行ってい

ます。その中では、農産物の種類と出荷期間に関する情報の不足、必要量が仕入れできないなどの課

題を抽出しました。農業と商工業者とのマッチングにおいては、農産物の魅力もさることならが供給量

の確保と計画性が重要であると考えます。研究課題は本年度が最終年度であり、本年度の研究は可

能ですが、次年度以降の課題化は不透明です。今年の推進に当たっては、過去の商談会のデータの

ご提供と共に、24年度の商談会の開催までのプロセスの調査や、商談会での意見収集内容の検討等

、貴機関の協力を得ながら内容を調整し、データ収集を行うことが必要です。事業担当の皆様におか

れましては、調査に当たっての協力と研究の取りまとめに関しての助言をよろしくお願いします。 

 解決予定年限  ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 

 備 考 

 


